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夏季における冠水被害桑のその後の生育
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は  し  が  き

1979年 8月 4日 の夕方から7日 までの 4日 間にわたり,

岩手県西部の山沿いと内陸部に梅雨明け後の集中豪雨があ

って,北上川とその支流の中小河川が一斉に増水して主に

花巻以南の北上川下流流域に洪水の被害が発生した。

岩手県農政部が調べた農作物別の水害面積は,水稲49975

h8,野菜4172L,飼料作物 3771h3,豆 類351 8 ha,桑
1152L,た ばこ235h3,果樹 224h8,雑こく4 6ha,ホ

ップ4 6 ha,花 きO Sh8で 総計 63144h8の 大被害を受け

た。桑園の市町村別水害面積は,石鳥谷町 20,Jし上市100,

和賀町 02,水沢市27,前沢町 50,衣川村05,江刺市
10,一関市410,花泉町 200,平泉町 10,藤沢町 102,

川崎村 216h8で あった。これは前報うの被害面積の860h3

を上回るものである。

桑の水害関係報文は,春の発芽初期のもの26月 下旬の
梅雨前線豪雨による夏切直後のもの2晩 秋蚕期の台風に
伴うものう・う.被害実態と善後処置に関するものう'つ。など

がある。今回のような 8月 初旬の水害関係報文はみられな

いので,今後の指導指針を得るため冠水桑園の一部を対照

に被害桑樹の生育状況推移と収穫の調査を行った。

本調査の遂行に際して有意義な助言を載いた岩手県蚕業

試験場田口恒雄場長,協力を得た一関蚕業技術指導所浅利

昭所長ほか所員の諸兄に謝意を表する。

調 査 材 料 と方 法

水害を受けた桑目の被害様態と程度は,各地それぞれ異

なり,浸冠水時間が短く,引 き水が比較的急速であった前

沢町より上流地域では,桑園の表土の流亡ゃ国内に流置物

が多く,枝条の折損がみられた。一関市より下流地域では

冠水時間が長 く,桑樹全体への泥上の付着が多く,その程

度は引水時の流速によって異なり,一関市及びりlI崎村では

泥上の付着が多かった。そこで被害程度が重症であった一

関市の被害桑園において壮蚕用桑樹と育宙中の桑樹につい

て調査を行った。

1 壮蚕用桑被害桑樹の概況 :

一関市狐禅寺字田根の青竹協業桑園 5 haは , 1977年 5月

中旬にも冠水した桑園でありその概要は前報うのとおりであ

る。北上川と支流の磐井り11と の合流点に近く,河川水位と

の標高差が少なく,春の融雪時や台風時には水害を受け易
い地形にある。調査桑樹は,0"X l10“ +330"の寄畦型

式に栽植され,植付16年目の改良鼠返で中刈仕立.3分割

輪収法の春切桑と夏切桑樹を調査に供した。

桑樹の冠水状況は, 8月 4日 午後から7日夜まで 4日 間

にわたり降り続いた雨により調査桑園の近くにある河川水

位観測点の狐禅寺では,8月 5日 22時 30分警戒水位の 7π

を越え,7日 13～ 14時には最高水位 1074π に達し,その

後は 8日 10時 873れ と漸次減水し,9日朝方に引水した。

このため桑国内にある2階建壮蚕飼育所の 2階床上 157
まで浸水した。従って桑樹は濁水中に没した。また冠水中

の水温は24～ 27℃ と高く被害を大きくした。これらは前報

の水害時の最高水位 845π ,水温 10～ 1lC, 浸冠水時間

は35～ 36時であったのに比べ今回の被害の大きさがわか

る。

被害時の桑の生育は,春切桑の最長校条長は平均 166“

平均枝条長 128“ であり,夏切桑は最長枝条長が平均で 63

",平均枝条長50“であった。 3月 9日引水直後の桑樹に
は泥土が付着し,枝条の生長点は高水温の濁水に長時間浸

漬したため偏敗し始めていた。

試験区の設定は,8月 H日 に春切桑を供用して浸冠水時

間の長短と先端伐採の有無を組み合せて 4区を設けた。こ

の場合の先端伐採は枝条基部90"程度を残して40“内外を

切除したものである。

調査は試験EXの再発枝条の伸長推移と晩々秋蚕期に収穫

調査を行った。

2 育苗中被害桑樹の概況 :

一関市弥栄の水回転作圃場658で 改良鼠返の古条さし木

育苗中の苗圃が冠水した。汚濁水中に没したため桑葉面に

泥土が付着し生育が停止した。その後に発生した償1枝 を 8

月22日に先端 1枝 を残して下部の全側枝を剪除した区と側

枝を整理しない区を設けて,生育状況を比較した。また側

校の発生部位が基部25"以下にあるときは,翌春植付後の

宙幹剪定とその後の発芽の点からみて実用的に問題が生ず

るので側校について調査した。
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項 目

区

調 査 月 日
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９

１９

(浸冠水)(先端伐採)(再発枝 )

2日   し な ヽヽ (彙 贅

2日   40"伐採 (案  鷲

3日  し な い (彙 筐

3日   40“伐採 〈彙 贅
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67
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52
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70
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55
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163

140

20 2
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17'

117

190

180

242

130

353

12 0

24 9

103

295

170

317

126

427

117

323

97

42 5

調 査 結 果 と考 察

冠水の被害を受けた春切桑の生育状況は,表 1の とおり

である。再発した技条数は,浸冠水時間の長いものほど,

また先端伐採処理したものほど少なかった。再発枝条長は

先端伐採した方がしないものに比べ長かったが,収穫時点

では浸冠水時間の長短による差は認められなかった。なお

9月 以降の調査で条数が減少しているのは,下方に着生し

た枝条で落葉したものを除いたためである。

晩々秋蚕期の 9月 19日 に収穫調査を行いその結果を表 2

に示 した。春切桑の収穫は,各母条の最下部に着生の再発

枝 1本を残して他の再発枝条を着生基部から収穫し,母条

を残 した再発枝の直上で切返した。収穫後の母条長は,概

ね 150"内外ではぼ水平に残った。

表 1 冠水被害を受けた春切桑の生育

表3 冠水した育苗中桑樹の側技剪除の影響

注 区を設定した 8月 22日 の母条長平均は610",
1母条あたり側技数は 41本であった。

表4 冠水被害桑苗の生育 (9月 6日調査 )

攣
枝 条 長
(●●)

側 枝 数
(本 )

下端側t
生部 0

平均 最長 最短 平均 最多 平均 最低

Ａ
　
Ｂ

620

92 6

47

82

90
88
11

10

6

8

29 2

630

注 最下端側枝着生部は母条の基部からの長さである。

切桑 1,200′ であった。収穫作業は収穫枝条の長さが短いた

め能率があがらず労力を多く要し,ま たこの時期でも桑葉

に泥土が付着しており,収穫の際に衣服を汚した。

古条さし木法により育苗中の水田転作苗圃も北上りII沿い

の低地にあるため冠水した。苗木は冠水により全部生長を

停止し,その後再発側枝が発生 した。この再発側枝を先端

着生のもの 1本を残して他を剪除したものと,そのまま生

育させたものとを比べた。その結果は表 3の とおりであり

9月 10日調査時てみると再発側枝を剪除したものが平均

338“ に対して剪除しないもの 298“で差は4"であっ
た。このことから苗幹を太 くするには再発枝を除去しない

方が有利であったと思われる。

また冠水被害桑苗の生育状況を2苗圃で調べた。 9月 6

日現在で先端の側枝まで含めた宙幹長は62～ 93“ あった。

側枝数は ,本内外着生していたが,その最下喘側枝から母

条基部までは25“以上あったので,苗木として実用的な面

での支障はないものと思われた。
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注 試験区設定 (8月 11日 )時の最長校条長平均は1663
r8,平均枝条長は1289",株当たり条数は233本

表2 冠水被害桑の晩々秋蚕期収穫調査

夏 切 桑

株当た り条桑量

葉 量 割 合

株 当 た り葉 量

108当 た り葉 量

株当たり収穫条数

平 均 収 穫 条 長

最 長 枝 条 長

最 長 母 条 長

同 母 条 着 葉 数

同 上 泥 葉 数

株当たり母条数

(′ )

(%)

(′ )

(″ )

(本 )

(“ )

(“ )

(“ )

(枚 )

(枚 )

(本 )

1,212

718

870

439

24 1

346

550

693

158

12 8

143

夏切桑は下部に着生した短い再発技 2～ 3本残 して他の

技条をその着生基部から収穫 した。この場合母枝条の切返

しはしなかった。株当たり条桑量は,春切桑で 2,600′ ,夏

(側枝長 :師 )

¨ 8月 22日 8月 31日 9月 10日

側 枝
無剪除

最 長
最 短
平 均

125

40
74

300

55

183

48 0

160

298

枝

除

側

剪

最 長
最 短
平 均

120

55

76

320

180

225

440

280

338

(9月 1,日 調 )

2,631

73 9

1,944

982

28 5

363

62 0

202 9

48 2

43 0

162


